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（仮称）枚方市子ども・若者育成計画の策定に向けて 

 

 策定の背景  

◎ひきこもりやニート、不登校など青少年を取り巻く問題が深刻（用語解説…資料３） 

 

（１）市内におけるひきこもり、ニートの推計値はいずれも 2,000 人前後 

 全国の推計値 枚方の推計値 

ひきこもり 

① 狭義のひきこもり→23.6 万人（割合

0.61％） 

② 準ひきこもり→46 万人（割合 1.19％）

③ 広義のひきこもり（①＋②）→69.6 万人

（割合 1.79％） 

[内閣府調査（平成 22 年７月）] 

① 734 人 

 

② 1,432 人 

③ 2,155 人 

 

[※枚方市の 15～39 歳の

総数 120,418 人に左記割

合を乗じて算出] 

ニート 

60 万人（割合 2.2％） 

[総務省統計局 労働力調査（平成 23 年）] 

1,937 人 

[※枚方市の 15～34 歳の

総数 88,060 人に左記割合

を乗じて算出] 

不登校 

① 小学校→22,463 人（割合 0.32％） 

 

② 中学校→97,428 人（割合 2.73％） 

 

 

③ 高 校→55,707 人（割合 1.66％） 

 [文部科学省調査（平成 22 年度）] 

① 92 人 

（割合 0.38％） 

② 407 人 

（割合 3.40％） 

[教育相談課（平成 23 年）]

③ 196 人 

[※枚方市の 15～17 歳の

総数 11,835 人に左記割合

を乗じて算出] 

※に記載している総数はいずれも平成 22 年国勢調査の人数 

 

（２）ひきこもり等の状態が長期化、高齢化 

 ・ひきこもり状態になった平均年齢→26.69 歳 

（うち 30 代でひきこもり状態になった者は 23.7％） 

 ・ひきこもり状態の継続年数→３年以上 37.4％（７年以上 15.3％） 

 

 

資料２



2 
 

（３）ひきこもり等に対する支援体制が不足（周知不足も含める） 

  ・ひきこもり状態について関係機関に相談したことはない→64.0％ 

  [（２）（３）はいずれも内閣府ひきこもりに関する実態調査（平成 22 年７月）] 

 

（４）若者の雇用状況の悪化 

   15～24 歳の完全失業率は 9.4％で全年齢の 5.1％と比べて高水準（25～34 歳も

6.2％） 

  ※完全失業率：仕事がなく、仕事を探している者で、仕事があればすぐに就ける者 

[総務省「労働力調査」（平成 22 年平均）] 

 

 策定の趣旨  

・ひきこもり等は放置すると本人や家族が苦しむだけでなく、将来的には生活保護費など

の公的扶助が増大する恐れがある。社会の負担を軽減するためにも、社会全体の問題と

して捉え、できるだけ早期に支援につなげることを目指す。 

・現時点でもさまざまな機関においてひきこもり等の支援を行っているが、それらをつな

げることをはじめとして、予防、発見、相談から社会的自立にいたるまで、一貫して支

援できる仕組み作りを目指す。 

 

 計画の対象  

 主にひきこもり、ニート、不登校の子ども・若者で義務教育終了後（15 歳）から 30 歳

代まで。 

（考え方） 

・国の「子ども・若者ビジョン」の中で「困難を有する子ども・若者」に対する支援対

象としてこれらが例示されており、先の「策定の趣旨」に記載している観点からも特

に支援が必要と考えられる。 

・不登校対応については、関連計画である新子ども育成計画（後期計画）においても施

策として位置付けているが、ひきこもり等の予防としての不登校対応は不可欠であり、

対象として位置付ける。 

 

 計画の位置付け等  

◎根拠法 

子ども・若者育成支援推進法（平成 22 年４月１日施行）…努力規定 

 

（国・府の大綱等） 

○国…子ども・若者ビジョン（法に規定する大綱） 

○府…こども・未来プラン後期計画（府次世代育成支援行動計画） 
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（市の計画） 

○第４次枚方市総合計画 第２期基本計画 

・基本方向…自他を生かす力を持つ子どもたちを育む 

・施策目標…子どもたちを育む環境を整える 

・今求められていること…「中学校卒業後における子どものひきこもりなどが社会問題

となっている中で、その対策が求められています。」 

 

（市長公約） 

○所信表明（平成 23 年９月 29 日） 

「青少年のニート・ひきこもり等の対策を進めるため、子ども・若者育成計画を策定す

るとともに、関係機関や団体と連携し、支援のためのネットワークを構築します」 

 

○平成 24 年度市政運営方針 

「ひきこもり・ニート対策では、枚方保健所をはじめ多くの関係機関と連携した本市

独自のネットワーク会議を立ち上げ、子ども若者育成計画の策定に取り組みます」 

 

 計画の策定体制  

○庁内委員会…（仮称）枚方市子ども・若者育成計画策定委員会 

○庁外委員会…枚方市青少年問題協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※枚方市ひきこもり等地域支援ネットワーク会議については代表者の参画、意見聴取 

 

ネットワーク会議

市  長 青少年問題協議会 

意見聴取（実態把握） 

意見交換（外部有識者

からの意見具申） 

答申 

代表者の参画 

諮問 

幹  事  会 

庁内委員会


